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ジス(乳酸波注射，蕉糖液注射の二法を用いた)時の家兎につき血液 ChE 値を Hestrin の Ach 比色定量
法を用いて測定した。尿中 VMA定量については今泉一三宅氏法を用い 1 日尿について測定観察した。
なお，家兎の血圧測定には直接法を用いたゥ
〔成績
1) Nitschke 氏法によって作製した人幼若胸腺エキスの→定量を家兎に連涜注射するに，その血球 ChE
値は増大し，血清 ChE 値は反対に明らかに低下する。
2) 同様の効果は午胸腺エキスの連続注射によっても認められる。
3) 人幼若胸諌エキスまたは牛胸]泉エキスを注射した家:t1 fこ対する Ach の血壬下津作用法エキス注射諸
に比して強くかっ長く持続して現われる。
4) 生体内遊離 Catecholarnine の終末代謝産初で、ある， VMAを家兎尿について測定した結果，胸腺エキ
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ス注射家兎と対照との聞に特別の差は認められなかったの










いわゆる胸腺リンパ性体質者については， Wiesel (1904) 以来多くの学者が主として臨床的観察の面か
ら，その自律神経機能，特に副交感神経の緊張克進があることを述べているが，その実験的証明に乏しい。
著者はこの問題に関して，主として血清 ChE 活性値の変動ならびに Ach. の血圧作用の|面ーから，数種
の実験を行なしì，次の成績を得た口すなはち
1. Nitschke 氏法によって得た人幼若胸腺エキスの一定量を家兎に連続注射するに，その血球 ChE 活性
値は増大し，血清 Ch.E 活性値は反対に低下するの
2. 同様の効果は，帝国臓器 K.K. 製牛胸腺エキスの連続注射によっても認められる。










ChE 活性値の増大，血清 ChE 活性値の低下あり，この両者聞に一定の類似があることを認めた口
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